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４階中央病棟の現状と将来

毛　利　真由美

介護療養型医療施設としての設置

平成14年４月１日特別養護老人ホーム「簸の上園」
の施設を譲り受け、介護療養型医療施設48床１階南病
棟（愛称ふれあい病棟）として開設されました。介護
療養型医療施設とは、介護保険施設の１つで要介護認
定を受けた「要介護１～５」の方々で急性疾患の回復
にある方や慢性疾患を有する方のために介護職員が手
厚く配置された医療機関（施設）です。病状は安定し
ていても自宅での療養生活は難しいという方が入所し
て必要な医療サービス、日常生活における介護リハビ
リテーション等を受けることができます。
入所中の方々にほんのわずかでも季節感を味わって
いただくために春のひな祭り・桜・こいのぼり、夏の
蛍・七夕、秋の紅葉、冬のお正月・雪景色等の壁飾り
をしたり、敬老会・クリスマス会・ひなまつり会等年
に３回の行事を看護師・ケアワーカー・ケアマネー
ジャー・リハビリスタッフ等職員が工夫をこらし行っ
ていました。

病棟の移転改修

ふれあい病棟（１階南病棟）も新本館棟建設に伴い
移転する必要が生じ、移転先として南棟４階（平成23
年閉鎖した旧精神科病棟）の改修工事を行い、平成28
年４月17日に１階南病棟から（旧）４階南病棟へ移転し
ました。移転後４階の病室から大東の町並みや遠くの
山々まで眺めが最高でしたが、新本館棟建設により、
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現在では本館棟の壁しか見る事ができないのが残念で
す。しかし、広いディールームでの食事、レクリエー
ション、リハビリは入所している方々の楽しみになっ
ています。４階南病棟の一番の自慢はミスト浴（洗髪
機付きシャワードーム）です。院内でも当病棟にしか
設置されておらず、週２回快適な入浴を提供していま
す。

医療療養病棟への変換

国の方針の介護療養型医療施設廃止に向け、平成14
年に開設された介護療養病棟は、平成29年７月１日よ
り医療療養病棟に転換されました。医療療養病棟は、
急性期の治療を終えても引き続き医療提供の必要性が
高く、病院での療養が継続的に必要な患者さんを対象
に利用いただく病棟です。このような慢性期の患者さ
んに対し厚労省の定めた規定に従い、医療の必要度に
応じた医療区分、及び、ADL自立度の視点から考えら
れたADL区分による包括評価をすることになっていま
す。当病棟は医療区分２、３の方が80％以上の入院基
本料１の算定を行い、看護師及び看護補助者の人員配
置は20：１以上配置し患者さんのお世話をさせていた
だいております。
平成30年３月新本館棟完成により、４階南病棟より
４階中央病棟へと名称が変更され、現在酸素療法、人
工呼吸器、頻回な吸引、気管切開、人工透析等を行っ
ている方、指定難病を受け在宅での療養が困難な方等
のお世話や緩和ケア・ターミナルケア（看取り）など
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　４階中央病棟

療養上重要度の高い患者さんから退院支援（施設入所）
まで幅広く、安心とまごころの医療療養と看護・介護
ケアを提供しています。患者さんは、本館棟からの転
棟が殆どで、主治医も継続のため、安心して療養がで
き、時にレスパイト入院もあります。

今後に向けて

今後、日本は急激な高齢化社会を迎えます。その中
でも、この雲南地域の高齢化は、10年先を行っており、
社会の高齢化に伴う課題に取り組みながら、他地域の
模範になるよう急性期から在宅医療や介護施設へ入所
する前に比較的長期入院できる‘通過地点的‘な役割
を果たしていきたいと思います（図１）。

図１　４階中央病棟スタッフ

Present status and future perspective of the central fourth floor ward 
in Unnan City Hospital.
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